
令和５年３月１３日 発行
井田川小学校学校運営協議会 ℡82-2021

学校運営協議会だより NO.16（通算）
令和4年度はNo.7です

学校関係者評価をしました
3学期は、1月19日㈭と2月24日㈮に学校運営協議会を開催しました。清水校長から学校

自己評価についての説明があり、委員は学校自己評価に対して意見や感想を述べる学校関
係者評価をしました。
学校自己評価とは「令和4年度学校経営ビジョン」の重点目標に、今年度に行った教育

活動と児童の姿やアンケート調査（保護者と児童に実施）の結果を照らし合わせて成果と
課題を考察したものです。重点目標は次のような項目に分けられています。

〇授業改善 〇ICT機器を使用した学習（カリキュラムマネジメント）
〇学びの土台作り（家庭学習・補充学習） 〇読書指導 〇学校行事 〇仲間作り・集団作り
〇特別支援教育 〇食育の充実・健康教育・体力向上特別支援教育
〇コミュニティ・スクールの推進 〇開かれた学校づくり
〇総勤務時間の縮減 〇労働安全衛生体制の整備

委員からは学校自己評価に対し肯定的なご意見・ご感想を多くいただきましたが、今後
の取組への期待や要望なども出されました。その一部をご紹介します。

≪委員からのご意見≫
・引き続き、子ども一人ひとりに寄り添った支援が必要だと思う。
・主体的に学ぶための手立てを日々取り組んでいただきたい。
・現代やコロナ禍において視力低下の課題や対人コミュニケーションの減少について手立
てや計画が必要だと感じる。

・不登校児童の支援について、早期発見・早期解決にどのようにつなげていくか課題とし
て残る。

・子どもや家庭の目に見えにくい困難さについて養護教諭や
専門家の見解を交えながら議論できればと思う。

・教職員の過重労働の解消と適切な休暇取得の実現に向けて、
ワークライフバランスが整われることを期待したい。

・先生方の楽しそうな笑顔、言葉に子ども達の成長があると
思う。

会議の中で清水校長より運動会の日程について「今後の運動会の日程を毎年5月最終週の土

曜日に固定したい」と提案がありました。理由として①気候が安定しており熱中症の心配が少ない。
②各団体の行事との重なりを避けるための調整が困難である。と説明がされ会議で諮った結果承
認されました。

主任児童委員の任期満了に伴い昨年12月より佐藤典子さんから増村嘉子さん
に代わりました。よろしくお願いします。

学校運営協議会の承認を受け、
今後の 運動会 は 5月最終週の土曜日 に開催されます

委員が交代しました

これらのご意見は、職員と共有し来年度のビジョンへ活かしていきます。（清水校長）



今年度も保護者の皆さんをはじめたくさんの地域の方

にお世話になりました。東門横の花壇には、秋から冬
にかけて花ボランティアさんが植えてくださったネモ
フィラやビオラなどが可愛らしく花を咲かせています。
チューリップの葉も日に日に伸びてきています。

来年度へ向けて・・・

『井田っ子応援団』（井田川小学校ボランティア）のメンバーを募集して
います。子どもたちの笑顔のために一緒に活動しませんか。短い時間でも
かまいません。ご興味のある方は学校（教頭：加藤 CS事務員：永橋
☎82－2021） までお問い合わせください。よろしくお願いします。

今年度の活動を振り返って

来年度もコミュニティ・スクールとして「地域とともにある学校づくり」の充

実に励んでまいります。学校運営協議会での熟議・熟考を通して学校と地域の連
携を深め、『井田っ子応援団』の活動も活発化していけたらと思います。
『井田っ子スマイル教室』については、保護者と児童に
アンケート調査を実施しました。また、3月17日(金)には
スタッフさん達の情報交換会が行われます。保護者や子ど
も達、スタッフさん達の声を来年度の運営に活かしていき
たいと思います。

「楽しもう落語」

「スクラップ
ブッキング」

「運動しながら英語を学ぼう」

学習講座

地域の皆さん、
今年度もありがとうございました
これからもよろしくお願いします

通学路の横断歩道には今日も見守り隊の方が立っ

てくださっています。20年近く見守りを続けている
打田さんは、信号が青に変わるまでの間子ども達に
にこやかに声をかけ子ども達もリラックスした様子
で答えていました。3月3日(金)は今年度さいごの
『井田っ子スマイル教室』学習講座でした。見守り
スタッフさん達は温かなまなざしで子ども一人ひと
りに関わってくださっていました。

右の写真は『井田っ子スマイ
ル教室』文化講座の様子です。
子ども達は自分の興味に合わせ
て受講した講座で、講師の先生
や学年を超えた仲間と

楽しそうに活動していました。
いつもたくさんの大人が関わって
くれている、見守られていると
いうことが子ども達の安心に繋がっ
ているのだと感じました。


